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「
私
だ
け
の
う
ち
わ
が
で
き
た
よ

　
　
　
　
　
も
う
一
回
作
り
た
い
な
あ
」

市
民

シリーズ

171

216

発
掘
の
記
録
を
残
す

　
市
立
博
物
館
の
７
月
の
休
館
日

は
７
日
、14
日
、22
日
、28
日
で
す
。

佐
野
洞
穴
の
弔
魂
碑

６ /１

「
楽
し
か
っ
た
よ
。
お
姉
ち
ゃ
ん
よ

り
上
手
に
作
れ
た
か
な
？
　
へ
り

を
貼
る
の
が
難
し
か
っ
た
け
ど
お

父
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
で

き
た
よ
。
も
う
一
回
や
り
た
い
な

あ
。一
生
懸
命
作
っ
た
か
ら
大
切
に

使
っ
て
い
き
ま
す
」

「
１
本
の
竹
か
ら
房
州
う
ち
わ
を
作

り
上
げ
る
講
師
の
技
術
に
驚
き
ま

し
た
。短
時
間
に
仕
上
げ
る
子
ど
も

向
け
の
コ
ー
ス
と
あ
っ
て
、
全
24

工
程
の
う
ち
、４
工
程
だ
け
の
作
業

で
し
た
が
、い
い
体
験
に
な
り
ま
し

た
。子
ど
も
よ
り
も
大
人
の
方
が
夢

中
に
な
り
ま
し
た
ね
。子
ど
も
と
こ

う
い
っ
た
教
室
に
参
加
す
る
の
は
、

わ
り
と
好
き
な
の
で
、こ
れ
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
な
教
室
に
参
加
し
た
い

で
す
ね
」（
話
と
表
紙
は
、教
室
に
参

加
し
た
宇
山
明
宏
さ
ん
、佳
奈
ち
ゃ

ん
（
小
１
）
親
子
）

千葉寺門前の
「佐野洞穴出土人骨弔魂碑」

　
大
正
14
年（
一
九
二
五
）１
月
20
日

の
こ
と
で
し
た
。神
戸
地
区
の
佐
野

で
道
路
の
補
修
に
使
う
石
を
採
る
た

め
に
、今
の
房
南
中
学
校
裏
の
山
す

そ
を
掘
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、古
い
時

代
の
人
骨
約
10
体
分
が
出
土
し
ま
し

た
。そ
の
人
骨
や
出
土
遺
物
は
、研
究

資
料
と
し
て
千
葉
医
科
大
学（
現
千

葉
大
学
医
学
部
）で
保
管
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、昭
和
２
年（
一
九
二

七
）に
な
っ
て
、当
時
千
葉
県
が
刊
行

し
せ
き

し
て
い
た『
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物

調
査
』と
い
う
雑
誌
に
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
雑
誌
に
は
２
体
の
完

全
な
姿
の
頭
蓋
骨
写
真
も
載
せ
ら
れ

ま
し
た
。人
骨
の
ほ
か
に
は
貝
製
の

装
飾
品
も
数
点
出
土
し
て
い
て
、４

点
分
の
図
も
合
わ
せ
て
載
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

し
ら
は
ぎ

　
出
土
し
た
場
所
は
白
萩
と
い
う
と

こ
ろ
で
、そ
の
む
か
し
岩
見
堂
と
い

う
お
堂
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

そ
こ
は
水
田
に
面
し
た
山
す
そ
で
、

丘
陵
の
一
部
が
崩
れ
て
い
た
の
で
す

が
、そ
の
崩
れ
た
奥
に
は
洞
窟
が
埋

ま
っ
て
お
り
、そ
こ
か
ら
出
土
し
た

も
の
で
し
た
。

　
市
内
に
は
海
水
の
侵
食
で
で
き
た

海
食
洞
穴
が
、出
野
尾
や
上
須
賀
の

ぼ
っ
け
だ
い

北
下
台
・
沼
の
大
寺
山
・
浜
田
の
船
越

鉈
切
神
社
・
波
左
間
・
大
神
宮
の
安
房

神
社
・
布
良
な
ど
に
点
在
し
て
い
ま

す
。そ
の
ほ
と
ん
ど
は
標
高
25
メ
ー

ト
ル
前
後
の
高
さ
に
あ
り
、縄
文
時

代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
、生
活

ふ
ん
ぼ

の
場
や
墳
墓
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。佐
野
の
洞
穴
も
標
高
28

メ
ー
ト
ル
前
後
の
場
所
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
、同
様
の
利
用
が
さ
れ
て
い

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、こ
の
洞
穴
は
道
路

補
修
の
際
の
採
石
で
消
滅
し
、ま
た

戦
争
中
に
は
館
山
砲
術
学
校
が
建
設

さ
れ
た
た
め
、当
時
の
周
辺
の
状
況

も
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、出
土
の
事
実
や
出
土
し

た
経
緯
に
つ
い
て
は
、県
の
報
告
書

に
記
載
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、報
告

書
に
先
立
っ
て
地
元
の
有
志
も
記
録

を
残
し
て
い
ま
し
た
。佐
野
に
あ
る

せ
ん
よ
う
じ

千
葉
寺
門
前
に
は
、「
佐
野
洞
穴
出
土

ち
ゅ
う
こ
ん
ひ

人
骨
弔
魂
碑
」と
も
呼
ぶ
べ
き
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。大
正
15

年
７
月
の
も
の
で
す
。

　
そ
こ
に
は「
南
無
阿
弥
陀
仏
　
大

あ

正
十
二
年
九
月
一
日
大
震
ニ
遇
ヒ
、
こ
う

里
道
大
破
ス
。翌
年
里
人
復
旧
ノ
工

あ
と

ヲ
起
シ
、石
材
ヲ
旧
岩
見
堂
址
ニ
採

た
ま
た
ま

ル
。偶
岩
層
ノ
間
ニ
白
骨
数
躯
ヲ
発

け
だ
し

掘
ス
。蓋
中
古
時
代
ノ
モ
ノ
ナ
ラ
ン

カ
ト
、研
究
資
料
ト
シ
テ
、千
葉
医
科

大
学
ニ
納
ム
。」と
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は
、郷
土
の
歴
史
や
自
分
た

ち
が
お
こ
な
っ
た
事
実
を
、後
世
の

人
々
に
残
し
て
い
く
と
い
う
、大
正

時
代
の
人
々
の
見
識
を
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
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安
房
の
伝
統
工
芸
を
と
り
あ

げ
、広
く
地
域
住
民
に
体
験
し
て

も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し
て
い

る
。今
年
は
先
月
10
日
に
安
房
博

物
館
の
会
議
室
で
開
催
。午
前
中

に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ー
ス
。午
後
に
は
一
般
を

対
象
に
し
た
教
室
が
開
催
さ
れ

た
。ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ス
に
は
27
人

が
参
加
。う
ち
わ
職
人
の
太
田
美

津
江（
富
浦
町
）さ
ん
を
講
師
に
子

ど
も
た
ち
は
真
剣
に
取
組
ん
で

い
た
。

　
安
房
博
物
館
で
は
、企
画
展

「
安
房
の
伝
統
工
芸
」と
し
て
、房

州
う
ち
わ
を
は
じ
め
、日
本
刀
鍛

つ
づ
れ
に
し
き
お
り

錬
、綴
錦
織
、唐
桟
織
な
ど
の
紹

介
を
今
月
22
日
ま
で
開
催
し
て

い
る
。

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

安
房
博
物
館
の
う
ち
わ
づ
く
り

▲手づくりうちわの完成にニッコリの子どもたち



　
地
球
温
暖
化
と
は
、「
私
た
ち
が

生
活
す
る
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た

二
酸
化
炭
素
が
、大
気
中
に
増
え
る

こ
と
で
地
球
の
平
均
気
温
が
上
昇

す
る
現
象
」を
言
い
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
に
は
熱
を
た
く
わ
え

逃
が
さ
な
い
性
質
が
あ
り
、地
球
が

ち
ょ
う
ど
大
き
な
温
室
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
状
態
で
太
陽
か
ら
の
熱

が
た
ま
り
、気
温
が
上
昇
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
二
酸
化
炭
素
は
石

油
や
石
炭
な
ど
化
石
燃
料
の
燃
焼

に
よ
っ
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
車
が
走
っ
た
り
、
ご

み
を
燃
や
し
た
り
、電
力
を
作
る

た
め
の
火
力
発
電
な
ど
私
た
ち
が

生
活
す
る
中
で
行
っ
て
い
る
行
為

す
べ
て
が
温
暖
化
に
つ
な
が
っ
て

集特
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い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進
む
と
、21

世
紀
中
に
地
上
気
温
は
、１
・
４
℃

か
ら
５
・
８
℃
上
昇
し
、海
水
の
膨

張
な
ど
に
よ
り
海
面
が
９
㎝
か
ら

88
㎝
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、海
水
面
の
上
昇
に

よ
る
洪
水
や
水
没
の
お
そ
れ
や
集

中
豪
雨
、干
ば
つ
な
ど
異
常
気
象
の

発
生
、農
業
へ
の
悪
影
響
に
よ
る
食

糧
危
機
、熱
射
病
や
マ
ラ
リ
ア
の
流

行
な
ど
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
自
身
が
毎
日
の
生
活
を

見
直
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
つ
ま
り
、電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン

な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
な
る
べ
く

使
わ
な
い
よ
う
な「
省
エ
ネ
生
活
」

を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

た
と
え
ば

・
エ
ア
コ
ン
は
控
え
め
に

　この計画は市役所全体の温室効果ガス排出量を数値
で換算し、削減目標を定めました。
　車では走行距離、ごみの排出は指定袋の使用数で換
算し、2007年度までに、一般廃棄物の排出量を10％、
ガソリン・電気などそれ以外の排出原因を６％削減す
ることで、温室効果ガスの排出量を６％以上削減する
ことを掲げています。
　市では目標達成のため、以下の項目で、温暖化防止を
推進していきます。

１）買う－購入等に関する環境配慮
　購入する物品などは、グリーン購入法適合品など、環
境ラベリング製品やこれと同等のものの購入に努め、
新規に購入するパソコン、プリンターなどのＯＡ機器、
エアコンなどの電気製品は、環境負荷のより少ない省
エネルギー型のものを購入します。

２）使う－使用に関する環境配慮
　ミスコピーの防止に努め、使用済み用紙は、メモ用
紙、庁内文書に利用。カーテン・ブラインドなどを利用
した室内の照明、温度調整を行い、電気の節約に努めま
す。

３）捨てる－廃棄に関する環境配慮
　廃棄される用紙類、物品等の減量化、再資源化に努
め、空き缶、空きびん、ペットボトル類などの分別を徹
底し資源化を図ります。

４）作る－建築・発注及び管理に関する環境配慮
　施設の新改築を行うときは、自然エネルギーを中心
とした新エネルギーを活用した設備（太陽熱温水器、太
陽光発電、風力発電など）の導入に努め、断熱材の使用、
通風・採熱に優れた構造の採用などエネルギー効率の
向上に努めます。

５）学ぶ－職員の地球温暖化に対する意識の向上
　環境保全・地球温暖化防止に関する研修・講習会など
を実施し、職員の意識の向上を図ります。また地域住
民・事業所が開催する環境行事などへの協力と、積極的
な参加を図ります。

６）行う－推進体制の整備と実施状況の評価
　館山市地球温暖化対策実行計画管理統括者（市長）を
先頭に、計画の推進・進行管理に必要な体制を整備。職
員は、所属の取組状況などを把握し、自己評価を行いま
す。また、排出される温室効果ガスの実態を把握し、内
部監査を行い、広報などを通じて、達成状況を報告しま
す。

・
ノ
ン
フ
ロ
ン
製
品
や
再
生
紙
利
用

品
の
購
入
を

・
ト
レ
ー
や
古
紙
な
ど
の
リ
サ
イ
ク

ル
を

・
ご
み
を
出
さ
な
い
工
夫
を

・
み
ど
り
を
大
切
に

・
水
を
大
切
に
使
う

な
ど
、生
活
の
中
で
節
約
す
る
こ
と

が「
地
球
温
暖
化
」対
策
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
豊
か
な
地
球
環
境
を
良
好
な
状

態
で
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ

と
は
、現
在
の
私
た
ち
の
重
要
な
使

命
で
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
省
エ
ネ
を
提
唱

出典：気象庁ホームページ

温
暖
化
の
原
因
は
？

地
球
温
暖
化
っ
て
な
に
？

ど
う
す
れ
ば

ス
ト
ッ
プ
で
き
る
の
？

館山の気温も上昇傾向

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？

実
行
計
画
を
策
定

　地球環境問題、とりわけ地球
温暖化の問題は私たちの生活基
盤を揺るがす重大な問題になっ
ています。
　館山市の平均気温は、この20
年間のデータを見ると、昭和59
年の14.6℃を最低に、最高で、平
成10、11年の16.7℃とその差

2.1度。各年上げ下げはあるものの上昇傾向にありま
す。市では、平成15年度から19年度までの５ヶ年を計
画の期間とする「館山市地球温暖化対策実行計画」を
策定し、全庁あげて温室効果ガス排出の削減に取り組
みます。
　地球温暖化については、市民生活の中での心がけが
必要なことから「省エネ生活」を呼びかけています。
　問合せ／環境保全課環境企画室（TEL22－3352）

館山市地球温暖化
　 対策実行計画を策定

館山の平均気温の変化



せら知お
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　館山駅西口地区土地区画整理
事業の換地処分の公告により、
先月17日から、この区域の地番
が変更になりました。
　地番の変更にともない、この
区域に住む人や店舗の住所も変
わりました。
　問合せ／都市計画課駅周辺整
備室（TEL23－8721）

　
看
板
な
ど
の
設
置
場
所
や
方

法
な
ど
は
千
葉
県
屋
外
広
告
物

条
例
で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
路
、
道
路
の
分
離
帯
、道
路

　
千
葉
県
信
用
保
証
協
会
は
、中

小
企
業
が
金
融
機
関
か
ら
事
業

の
安
定
や
振
興
の
た
め
に
必
要

な
資
金
を
借
入
す
る
際
、公
的
な

立
場
で
保
証
す
る
公
共
的
機
関

で
す
。

こ
の
３
月
末
現
在
で
、対
象
推
定

企
業
20
万
６
千
777
社
の
内
、５
万

２
千
193
社（
全
体
の
25
・
２
％
）が

　
検
察
審
査
会
は
「
交
通
事
故
、

詐
欺
、脅
し
な
ど
の
犯
罪
被
害
に

あ
い
、警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴

し
て
く
れ
な
い
」と
い
っ
た
不
満

を
申
し
立
て
る
窓
口
で
す
。費
用

は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

　
問
合
せ
／
千
葉
地
方
裁
判
所

木
更
津
支
部
内（
TEL
０
４
３
８
―

22
―
３
７
７
４
内
線
432
）

や
ま
あ
い

　
山
間
の
農
地
は
、平
地
と
比
べ
生

産
条
件
が
不
利
な
こ
と
で
、担
い
手

の
減
少
や
耕
作
放
棄
の
増
加
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
山
間
の
農

地
で
農
業
を
営
む
人
を
対
象
に
交
付

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。こ
の
交

付
金
は
面
積
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
ま

す
。

　
対
象
地
域
／
市
内
全
域

　
対
象
農
用
地
／
次
の
要
件
に
該
当

す
る
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域

内
の
１
㌶
以
上
の
一
団
の
農
用
地
。

・
田
は
20
分
の
１
以
上
、畑
等
は
15
度

以
上
の
急
傾
斜
農
用
地

・
田
は
100
分
の
１
以
上
、畑
等
は
８
度

以
上
の
緩
傾
斜
農
用
地

　
対
象
行
為
／
集
落
協
定
ま
た
は
個

別
協
定
に
基
づ
き
５
年
以
上
継
続
さ

れ
る
耕
作
放
棄
の
防
止
や
水
路
、農

道
の
管
理
活
動
な
ど
や
国
土
保
全
機

能
を
高
め
た
り
、自
然
生
態
系
の
保

全
に
資
す
る
取
り
組
み
な
ど
公
益
的

機
能
を
増
進
す
る
活
動

　
対
象
者
／
集
落
協
定
な
ど
に
基
づ

き
５
年
以
上
継
続
し
て
農
業
生
産
活

動
な
ど
を
行
う
農
業
者

　
単
価（
10
ア
ー
ル
当
た
り
）／ 

急

傾
斜
農
用
地
の
場
合
は
、田
２
万
千

円
、畑
な
ど
１
万
千
500
円
。緩
傾
斜
農

用
地
の
場
合
は
、田
８
千
円
、畑
な
ど

▲那古の葛原集落の景観形成作物（レンゲ）の作付

山
間
農
地
で
農
業
す
る
人
に

交
付
金
制
度

標
識
、
歩
道
橋
、ト
ン
ネ
ル
な
ど

に
は
設
置
で
き
ま
せ
ん
。
電
柱

も
決
め
ら
れ
た
基
準
の
巻
立
広

告
と
袖
付
広
告
し
か
設
置
で
き

利
用
し
て
い
ま
す
。

　
保
証
付
融
資
対
象
企
業
／
県

内
に
事
業
所
が
あ
り
、同
一
事
業

を
１
年
以
上
営
む
企
業

　
保
証
限
度
額
／
一
般
保
証
２

億
８
千
万
円（
う
ち
８
千
万
円
は

無
担
保
扱
い
）、特
別
小
口（
無
担

保
無
保
証
人
）保
証
１
千
250
万
円

　
信
用
保
証
料
の
負
担
／
有
担

保
年
１
・
25
％
以
内
、無
担
保
年

１
・
35
％
以
内（
い
ず
れ
も
100
万

円
超
）

　
申
込
窓
口
／
金
融
機
関
、商
工

会
議
所
、
商
工
会
、
中
小
企
業
団

館山駅西口地区で地番の変更

体
中
央
会
、県
経
営
支
援
課
、市

商
工
課

　
問
合
せ
／
千
葉
県
信
用
保
証

協
会
保
証
相
談
直
通（
TEL
047
―
247

―
０
７
１
６
）

ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
電
柱
に
張

紙
、
立
看
板
を
設
置
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
山
市
は
許
可
地
域
（
一
部

禁
止
地
域
あ
り
）
で
、
看
板
な
ど

を
設
置
す
る
場
合
は
、
許
可
が

必
要
で
す
。

　
違
法
広
告
物
を
設
置
し
た
場

合
は
、
50
万
円
以
下
の
罰
金
を

課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
問
合
せ
／
建
設
課
管
理
係

（
TEL
22
―
３
６
３
１
）

３
千
500
円
。

　
昨
年
度
の
実
施
状
況
は
、集
落
協

定
を
締
結
し
た
集
落
が
那
古
地
区
の

小
原
集
落
、葛
原
集
落
、西
岬
地
区
の

坂
足
集
落
、豊
房
地
区
の
岡
田
集
落
、

神
余
地
区
の
山
下
集
落
、九
重
地
区

の
滝
ノ
谷
集
落
の
６
集
落
。個
別
協

定
が
２
件
あ
り
ま
し
た
。対
象
面
積

は
急
傾
斜
農
用
地
２
万
８
千
810
㎡
、

緩
傾
斜
農
用
地
18
万
９
千
257
㎡
、交

付
金
と
し
て
約
210
万
円
が
交
付
さ
れ

　
館
山
市
商
店
会
連
合
会
で
は
、

６
月
17
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
、

連
合
会
に
加
盟
し
て
い
る
９
商
業

会
、約
400
の
事
業
所
で「
た
て
や
ま

商
業
夢
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

　
期
間
中
、参
加
加
盟
店
で
は
、千

円
ご
と
に
１
枚
三
角
く
じ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。そ
の
場
で
当
た
り
が
わ

か
り
、参
加
加
盟
店
で
そ
の
ま
ま

金
券
と
し
て
、利
用
で
き
ま
す
。

　
当
た
り
は
、
100
円
が
１
万
２
千

本
、
500
円
が
千
200
本
、千
円
が
千
200

本
、５
千
円
が
200
本
で
、総
額
400
万

円
。金
券
と
し
て
利
用
で
き
る
期

間
は
６
月
17
日
か
ら
７
月
31
日
ま

で
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
事
業
所

ま
し
た
。

　
農
地
、水
路
、農
道
な
ど
、集
落
協

定
に
基
づ
き
、集
落
や
各
個
人
が
適

切
に
管
理
し
ま
す
。

　
ま
た
農
作
業
の
効
率
化
や
担
い
手

の
育
成
を
図
り
な
が
ら
、景
観
形
成

作
物
の
作
付
け
な
ど
に
よ
り
、国
土

の
保
全
、水
源
の
か
ん
養
と
い
っ
た

農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
増
進
を

図
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
農
水
産
課
農
政
係（
TEL

22
―
３
３
９
６
）

　
平
成
13
年
４
月
か
ら
法
律
の
一

部
改
正
で
、次
の
５
項
目
を
除
き
、

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。①
国
や

市
町
村
な
ど
施
設
の
管
理
を
行
う

た
め
に
必
要
な
焼
却
。②
震
災
、風

水
害
、火
災
、凍
霜
害
、そ
の
他
の
災

害
の
予
防
、応
急
対
策
、復
旧
の
た

め
に
必
要
な
焼
却
。③
風
俗
習
慣
上

や
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に

必
要
な
焼
却
。④
農
業
、林
業
、漁
業

を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い
焼

却
。⑤
た
き
火
や
日
常
生
活
の
う
え

で
、通
常
行
わ
れ
る
焼
却
で
軽
微
な

も
の
。

　
市
で
は
、ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
含
む

家
庭
の
ご
み
な
ど
は
、焼
却
し
な
い

で
、指
定
さ
れ
た
ご
み
の
日
に
分
別

し
て
、収
集
場
所
に
出
す
よ
う
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
／
環
境
保
全
課（
TEL
22
―

３
３
５
２
）

そ
の
場
で
当
た
り
が
わ
か
る 

三
角
く
じ

９
商
業
会
で
総
額
４
０
０
万
円

　
小
型
船
舶
の
航
行
の
安
全
を
図

る
た
め
に
、船
舶
職
員
法
が
６
月
１

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
主
な
内
容
／
①
酒
酔
い
操
縦
の

禁
止
。②
遊
泳
者
な
ど
に
対
す
る
危

険
な
操
縦
の
禁
止
。③
ボ
ー
ト
な
ど

が
港
内
、狭
水
路
、航
路
内
を
航
行

す
る
と
き（
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
は
全

て
の
水
域
）は
、免
許
を
も
っ
た
人

の
自
己
操
縦
。④
子
ど
も
、水
上

オ
ー
ト
バ
イ
乗
船
者
の
救
命
胴
衣

の
着
用
。な
ど
の「
尊
守
事
項
」が
定

め
ら
れ
ま
す
。こ
れ
ら
に
違
反
し
、

一
定
基
準
に
達
し
た
場
合
は
、免
許

停
止
な
ど
の
行
政
処
分
を
う
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
関
東
運
輸
局
船
員
労

働
環
境
・
海
技
資
格
課（
TEL
045
―
211

―
７
２
３
２
）

公
的
な
立
場
で
事
業
資
金
借
入
を
保
証

千
葉
県
信
用
保
証
協
会

看
板
の
設
置
は
許
可
を
得
て

違
法
広
告
物
に
は
罰
金
も

北条2800～2893まで

北条2900～2995まで
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
原
則
禁
止
！

海
で
も
酒
酔
い
操
縦
は
禁
止

「
起
訴
し
て
く
れ
な
い
」

検
察
審
査
会

次回、合併協は６月18日
　館山・安房９市町村合併協議会第３回会議は、

６月18日（水）午後２時から富山町中央公民館

で開催します。

　傍聴定員/１００人

　問合せ/館山・安房９市町村合併協議会事務局

　　　　　（TEL22-8900)

に
は
、下
げ
ビ
ラ
、チ
ラ
シ
が
店

頭
に
は
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
市
商
店
会
連

合
会
事
務
局（
館
山
商
工
会
議
所

内
）（
TEL
22
―
８
３
３
０
）



集募

６７ だん暖たてやま 平成15年６月１日

　期日／６月14日（土）午前
９時30分受付
　場所／中央公園芝生広場
　対象／小学生（低学年　
　　は保護者同伴）
　参加費／100円（保険料）
　定員／35人（応募多数　　
　の場合は抽選）

　期日／６月29日（日）午前９時開会式
　会場／館山運動公園体育館
　競技方法／トーナメント方式
　競技規則／館山市長杯争奪館山婦人バ
　　　　　レーボール大会競技規則によ
　　　     る。選手の登録は15人以内
　資格／市民または市内に勤務する既婚
　　　の女性。ただし、30才以上は独身　
　　者可。スポーツ傷害保険に加入し　　
　ている人
　参加料／１チーム　２千円
　締切／６月13日（金）
　問合せ・応募先／〒294－8601
　　　　スポーツ課（TEL22－3696）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
南
房
総
Ｉ
Ｔ
推
進
協
議

会
で
は
、Ｉ
Ｔ
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

パ
ソ
コ
ン
基
礎
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
パ
ソ
コ
ン
基
礎
の
日
程
／
６
月

25
日（
水
）、27
日（
金
）、30
日（
月
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
日
程
／
７

月
２
日（
水
）、４
日（
金
）、７
日

（
月
）

　
定
員
／
い
ず
れ
も
16
人
ず
つ

　
受
講
料
／
い
ず
れ
も
４
千
円（
一

昨
年
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会
で
使
用
し
た

テ
キ
ス
ト
を
持
っ
て
い
る
人
は
３

千
円
）

　
対
象
／
い
ず
れ
も
初
心
者
。イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ス
は
マ
ウ
ス
操

作
・
文
字
入
力
が
で
き
る
人
。（
自
信

が
な
い
人
は
、両
方
受
講
し
て
く
だ

さ
い
）

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
基
礎

　
日
程
／
７
月
９
日（
水
）、11
日

（
金
）、14
日（
月
）

　
定
員
／
10
人

　
受
講
料
／
５
千
円

　
対
象
／
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
と
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
人
。初
心
者

大
歓
迎
。マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る

人
。

　
そ
の
他
／
サ
ポ
ー
ト
が
２
人
に

一
人
つ
き
ま
す
。

　
申
込
み
／
往
復
は
が
き
に
希
望

講
座
名（
複
数
受
講
も
可
）、郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
申
込
み
先
ま
で（
返
信

用
に
は
宛
名
明
記
）

「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
基
礎
」希
望
者

本
番

　
日
時
／
平
成
16
年
２
月
29
日

（
日
）午
後
２
時
開
演

　
会
場
／
千
葉
県
文
化
会
館

　
指
揮
／
高
橋
利
幸

　
管
弦
楽
／
ち
ば
室
内
管
弦
楽
団

結
団
式

　
日
時
／
６
月
22
日（
日
）

　
場
所
／
千
葉
県
文
化
会
館

練
習

　
練
習
日
／
６
月
22
日（
日
）か
ら

２
月
28
日（
土
）ま
で
の
土
日
祝
日

は
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
名
称
と
、

持
参
す
る
パ
ソ
コ
ン
に
ど
ん
な
画

像
処
理
ソ
フ
ト
が
入
っ
て
い
る
か

明
記
。（
わ
か
る
範
囲
で
可
）

　
締
切
／
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
６

月
16
日（
月
）

　
問
合
せ
／
〒
294
―
０
０
４
５
　

館
山
市
北
条
２
３
９
５
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ

南
房
総
Ｉ
Ｔ
推
進
協
議
会
事
務
局

【（
有
）安
房
ネ
ッ
ト
内
】
TEL
20
―
１

３
８
３

たてやま子ども市民大学PLUS

グラウンドゴルフ大会

婦人バレーボール大会

「
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
・
レ
ク
イ
エ
ム
」合
唱
団
員

県
民
合
唱
団
に
よ
る
演
奏
会

約
24
回（
練
習
２
回
、リ
ハ
ー
サ
ル

は
千
葉
県
文
化
会
館
で
開
催
）

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
合
唱
指
導
／
島
津
勲

　
申
込
み
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
に

あ
る
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
ま
た
は
郵
送
。

　
参
加
費
／
一
般
５
千
円
、学
生
３

千
円（
当
日
食
事
含
む
）

　
問
合
せ
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル（
TEL

22
―
１
８
１
１
）

（
社
）千
葉
県
安
全
運
転
管
理
協
会

で
は
、４
ヶ
月
間
、無
事
故
・
無
違
反

セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ち
ば
２
０
０
３

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、チ
ー
ム

を
編
成
し
て
、自
主
的
に

事
故
防
止
対
策
を
推
進

す
る
も
の
で
、参
加
チ
ー

ム
を
募
集
し
ま
す
。

　
実
施
期
間
／
７
月
１

日
か
ら
10
月
31
日

　
募
集
期
間
／
６
月
30

日
ま
で

参
加
方
法

①
安
全
運
転
管
理
者
選

任
事
業
所（
１
チ
ー
ム
10
人
編
成
）

　
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
１
万
円

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
館
山
地
区
安

全
運
転
管
理
者
協
議
会
事
務
局（
館

山
警
察
署
内
）（
�
22
―
３
０
３
５
）

②
一
般
県
民
、一
般
事
業
所
・
団
体

（
１
チ
ー
ム
５
人
編
成
）

　
参
加
費
／
１
チ
ー
ム
５
千
円

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
千
葉
県
事
務
所

（
TEL
043
―
276
―
３
０
４
０
）

　市立幼稚園では、幼稚園の雰囲気を肌
で感じてもらおうと入園前（３歳児）の
子どもや保護者を対象に「ちびっ子デー」
を開催しています。
　子育てや幼稚園に関する質問や相談も
応じます。
　問合せ／各幼稚園

幼稚園って
どんなとこ？

▼ちびっ子デー開催日程

　
会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
時
間
／
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

希
望
者
は
当
日
、直
接
会
場
へ

　
対
象
／
出
産
を
迎
え
る
マ
マ
、パ

パ
、お
じ
い
さ
ん
、お
ば
あ
さ
ん

　
持
ち
物
／
母
子
手
帳
、筆
記
用
具

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課（
TEL
23
―

３
１
１
３
）

パ
パ
・
マ
マ
学
級

　期  日

７月 ４日
  （金）

７月11日
  （金）

７月18日

（金）

７月25日

  （金）

７月31日
  （木）

パパ・ママ学級（母親学級）・７月コースの日程

     持  ち  物
歯ブラシ、手鏡、
タオル、牛乳空
きパック

エプロン、三角
巾、みそ汁（さかづ
き１杯程度）

バスタオルまた
はズボン

　　　内容・テーマ
歯科保健の講義（妊娠中～乳幼
児期）、歯科検診（申込者のみ）ブ
ラッシング指導、自己紹介・グ
ループワーク
妊娠中の日常生活の注意点、体
の変化にあわせた妊娠中の食
生活のポイントと調理実習、我
が家の食卓ワンポイント
チェック
妊娠・分娩について、出産時に
必要な補助動作の実習
出産後の生活での注意、家族計
画、お人形を使ってのオムツ替
え・洋服替えなど
親子のふれあいの大切さ、乳児
とのふれあい（実際に赤ちゃん
とふれあう）、出産を体験した母
親との交流

　財団法人交
通遺児育英会
では、保護者な
どが自動車事
故や踏切事故
など、道路での
交通事故で死
亡したり、重い後遺症で働けず、経済的に修学が困難な高
校生以上に奨学金を貸与しています。
　問合せ／（財）交通遺児育英会（TEL0120－52－1286）

　学　校
高校・高専
大学・短大
専修・高等
専修・専門
大学院

　月　額
２～  ４万円
４～  ６万円
２～  ４万円
４～ ６万円
５～10万円

入学一時金
30万円
40万円
30万円
40万円
―

奨学金貸与額（無利子）

　
安
房
地
域
在
住
者
で
結
成
さ
れ

た
バ
ン
ド
の
演
奏

　
日
時
／
６
月
29
日（
日
）午
前
11

時
開
演

　
会
場
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
入
場
料
／
全
席
自
由
500
円

　
問
合
せ
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル（
TEL

22
―
１
８
１
１
）

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、地
球
環
境

保
護
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、

古
い
電
話
帳
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。新
し
い
電
話
帳
を

今
月
、各
家
庭
に
配
布
す
る
際
、古

い
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

交通遺児に奨学金

　
千
葉
県
で
は
、土
日
祝
日
も
住
宅

に
関
す
る
問
合
せ
に
対
応
す
る
た

め
、「住
ま
い
情
報
プ
ラ
ザ
」（
TEL
043
―

223
―
３
２
６
６
）を
開
設
し
ま
し

た
。

　
平
日
は「
住
ま
い
情
報
プ
ラ
ザ
」

と
従
来
ど
お
り「
住
ま
い
情
報
セ
ン

タ
ー
」（
TEL
043
―
223
―
３
２
６
５
）で

も
受
け
付
け
ま
す
。

タ
ー（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
�
０
１
２

０
―
506
―
309
）

せら知お

　賞／参加者全員に賞状、参加賞
　申込み／申込用紙に必要事項を記入　
　　　し、参加費を添えて応募先まで
　締切／６月10日（火）
　問合せ・応募先／生涯学習課
　　　　　　　　TEL22－3698

市長杯

ーデ子っびち
幼稚園
船 形
那 古
北 条
館 山
西 岬
神 戸
富 崎
豊 房
館 野
九 重

電　話
27―4105
27―4502
22―0700
22―0632
29―0044
28―2431
28―1230
23―5841
23―1287
22―9210

９月
21日
10日
20日
11日
20日
21日
21日
26日
20日
21日

10月
  2日
  7日
22日
11日
22日
20日
  9日

17日

11月
  4日

  7日
11日
  7日

  5日
28日
14日
  6日

12月
  2日
  4日
  5日
11日
  4日
  8日
18日

  5日

1月

14日
29日
19日

16日
22日

2月
24日
  3日
  3日
12日
20日
23日
19日
  6日
24日
3/1

7月
  3日
  4日
  4日
11日
  1日
  3日

11日

6月

  8日

11日

16日
25日
27日

27日

ラ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

イ
ン 

ア
ワ

古
い
電
話
帳
を
回
収

土
日
に
も
住
宅
相
談

Ｉ
Ｔ
講
習
会

デ
ジ
カ
メ
コ
ー
ス
も
新
設

今回の対象は

９/16～12/15

出産予定の

パパママです。


